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いちごの AIレベニューマネジメントシステム「PROPERA」と 

株式会社 アルメックスのシステムとの連携開始のお知らせ 

 

当社は、ホテル等宿泊施設の顧客満足度向上と収益の最大化を図る、当社が開発した AI レ

ベニューマネジメントシステム「PROPERA」と USEN-NEXT GROUP の株式会社 アルメック

スが提供する宿泊管理システム「Wincal」とのシステム連携を決定し、運用を開始いたします

ので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 「PROPERA」について 

PROPERA は、コンサルティングと業務支援、アルゴリズムと AI を融合し、ダイナミック

プライシングのアルゴリズム搭載により、宿泊施設が本来持つポテンシャルを最大限発揮す

る、当社が開発した AI レベニューマネジメント（売上管理）システムです。 

従来からある過去の複数要因の解析手法に加えて、予測能力の高い機械学習を実装すること

で、365 日先までの状況予測を繰り返し、宿泊施設に最善のダイナミックプライシングを提案

します。 

当社では、保有するホテルに対し、レベニューマネージャーのノウハウの活用により、年間

収益を約 10～40%向上させてまいりました。このノウハウを結集し、システム化した

PROPERA は、当社およびいちごホテルリート投資法人（3463）のホテルのテスト運用を経

て、より多くの宿泊施設に提供してまいります。 

※ いちごの AI レベニューマネジメントシステム「PROPERA」ホームページ propera.me 

 

2. 「Wincal」について 

 Wincal は、USEN-NEXT GROUP の株式会社 アルメックスが提供するシステムであり、ホテ

ルのフロント業務、顧客管理、残室管理、売上集計等の機能を備えております。 

 

3. システム連携の意義 

宿泊施設の運営者は、ホテルの基幹システムである Wincal で集計される客室在庫数や売上

データを、任意のタイミングで PROPERA で解析することが可能となり、人手を介すること

なく最善のダイナミックプライシングを実施することができます。 
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4. 株式会社 アルメックスについて 

 商号 株式会社 アルメックス（USEN-NEXT GROUP） 

 事業内容 ビジネスホテル、レジャーホテル、医療機関、その他商業施設に向けた自

動精算機・受付機、ホストコンピュータを中心とするフロント管理システ

ム、IT トータルソリューションの製品・サービスの企画・製造・販売・

保守メンテナンス、および関連事業における WEB サービスの運営、等 

 本社所在地 東京都品川区上大崎三丁目1番 1号 目黒セントラルスクエア 

 代表者名 代表取締役社長 馬淵 将平 

 

5. 今後の見通し 

 本システム連携による 2020 年 2 月期連結業績予想への影響は軽微ですが、宿泊施設の業務

効率と収益向上をサポートするとともに、当社の発展と収益基盤の拡大に寄与するものと考え

ております。 

 

以 上 


